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フードドライブ開催中

事前申込み制（googleフォーム）
7月14日（月）午後0時30分から受付開始

参加
方法

シティプラザ1F ふれあいホール
（伊勢原市伊勢原2-7-31）

会場

8月3日（日）午前10時～正午日時

※生活保護を受給されている方は参加できません。
※食料品は、限定50世帯分（申込順）。食料品以外にも日用品等をお配りします。

「生活応援配分会」開催のお知らせ

対象：小学4年生～6年生/中学生
定員：各回15人（申込み順）
※申し込み締め切りは、開催日の一週間前午後5時までです。

市内在住の生活にお困りの方を対象に配分会を開催します。善意銀行（フードバ
ンク）に寄せられた食料品や日用品、衣類等をお配りします。（なくなり次第終了）

消費・賞味期限が9月末まであるもの注意点

社協窓口（　　　　　　  ）受付時間
平日 午前8時30分～午後5時回収場所

7月1日（火）～7月31日（木）募集期間

米・野菜・果物なども大歓迎です！
その他、洗剤等の日用品の寄付も受け付けております。
生鮮食品を寄付いただける場合は、事前に市社協までご連絡を
お願いいたします。

配分会申込み

※詳細は、ホームページをご確認ください。

ボランティア内容

ボランティア向けオリエンテーションを開催します。
一般向け

小・中学生向け
高校生以上向け

７月１０日（木）午前１０時～１１時
７月２２日（火）午後２時～３時
７月２２日（火）午後３時３０分～４時３０分

対象：小学4年生以上　定員：15人／日
勉強スペースを開放します勉強スペースを開放します

社協の会議室を、夏休みの宿題や、自習の場として利用
ができます。1日だけの利用も、毎回の利用でもOKです。 勉強申込み

子ども食堂 正午～午後1時勉強スペース開放 午前10時～正午 キッチンカー

対象：小・中学生　定員：20人／日
子ども食堂を開催します子ども食堂を開催します

みんなで楽しくお昼ごはんを食べませんか？
おいしいお弁当やパンを用意して待ってます！ 食堂申込み

午前10時～正午
子ども防災教室

午前10時～正午
共同募金「募金箱」作り

午前10時～正午
お菓子で知ろう世界の文化

午前10時～正午
手話でお話してみよう

午前10時～正午
車いすバスケ体験

午前10時～正午
おばあちゃんの手芸教室

午前10時15分～11時15分
ユニバーサルゲームって何？

ボランティア
申込み

7月23日（水）午前10時～正午

場所：社会福祉協議会会議室
講師：伊勢原市危機管理課

子ども防災教室 試食あり
～非常食を使った料理体験～

おばあちゃんの手芸教室
7月24日（木）午前10時～正午

場所：社会福祉協議会会議室
協力：手づくりテーション八雲、手芸の会

～ミニ雑巾作り～ ユニバーサルゲームって何？
7月25日（金）午前10時15分～11時15分

場所：すこやか園（桜台4-5-20）
協力：すこやか園 ※この日は定員5人です。

共同募金「募金箱」作り
7月30日（水）午前10時～正午

場所：社会福祉協議会会議室
協力：神奈川県共同募金会

車いすバスケ体験
8月1日（金）午前10時～正午

場所：伊勢原市総合運動公園 大体育室
講師：湘南西部スポーツクラブ、神奈川県理学療法士会

お菓子で知ろう世界の文化
8月5日（火）午前10時～正午

場所：社会福祉協議会会議室
協力：伊勢原インターナショナルクラブ

試食あり
手話でお話してみよう
8月8日（金）午前10時～正午

場所：社会福祉協議会会議室
講師：伊勢原市聴覚障がい者協会、手話サークルやまぶき会

サマースクールは、社会福祉協議会会費を活用し実施しています。皆様のご協力ありがとうございます。

サマースクール
申込み
7月1日㈫
午後0時30分
受付開始

❶ 福祉施設（募集：小学生以上）
❷ 学習支援（募集：高校生以上）
❸ 子ども食堂サポート（募集：高校・大学生）
❹ サマースクールサポート（募集：高校生以上）

令和７（2025）年
７月１日

社会福祉法人 ホームページ

伊勢原市社会福祉協議会
☎0463-94-9600 FAX0463-94-5990

第121号

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。



「安心して暮らせる仕組みづくり」03 「組織の基盤強化及び自主財源の確保」04

２ 主な事業に関する事項２ 主な事業に関する事項

１ 総括１ 総括

　判断能力が十分でない高齢者や障がい者が地域で安心して暮らせるよ
う、成年後見制度や福祉サービスの利用援助に努めました。
　また、複雑化する課題に対応すべく、権利擁護支援の地域連携ネット
ワークを進める「中核機関」として、医療・福祉分野にとどまらない関係機関
とのネットワーク形成及び連携強化に取り組みました。
　さらに、貸付相談をきっかけに世帯の福祉課題が表面化することが多い
ため、しかるべき相談窓口や福祉制度へ繋ぐ等の支援を丁寧に行い、生活
困窮世帯等の相談窓口としての役割を果たし、安心して暮らせるまちづく
りに努めました。

　令和６年度は、これまで私たちの日常生活を制限
していたコロナ禍を脱し、地域活動も従前の状況
に近づいた１年となりました。
　しかし、住民の地域活動への参加意欲の低下や、
人と接する機会の減少、少子高齢化による世帯構
成の変化や多様化等、地域を取り巻く環境が変化
し、人間関係の希薄化、孤独・孤立に拍車をかける
状況となっています。
　さらに、近年の物価高騰は各家庭へ大きな影響
を与え、特に低所得者層には大きな負担となってい
ます。また、気候変動等による自然災害は頻発、激

　複雑、多様化する地域課題に対応していくため、適切
な職員配置による事業推進及び包括的な支援体制の
構築、並びに職員採用等による事務局体制の強化に努
めました。
　また、自主財源の確保において
は、広報活動等による社協事業の周
知に努め、フードバンクや善意銀行
への寄託物品の件数は増加しまし
たが、社協会費については減収とな
りました。

甚化しており、昨年は本市でも台風１０号による被
害が発生し、改めて市民一人ひとりが日頃からの
備えについて考え、つながり・支え合う体制の構築
を図っていくことが求められています。
　そうした地域状況を踏まえ、地域住民の皆さん
が住み慣れた地域で安心して生
活できるように、本会地域福祉活
動計画に基づき、地域住民や地
域団体等の皆さまと連携・協力
のもと「人と人がつながる地域
づくり」を推進しました。 伊勢原市公式

イメージキャラクター

クルリン

■令和６年度
　収入支出決算総括表

■令和６年度に実施した
　主な事業

（単位：円）

収入総額 支出総額 差引残額
297,001,161 232,716,496 64,284,665

一般会計

地域福祉推進事業 3,554,090円
・団体育成事業
・児童遊園遊具等設置事業
・ボランティア講座開設事業
・ボランティアセンター運営事業
・ひとり親家庭援護事業
・罹災者世帯等援護事業
・紙おむつ支給事業

・桜まつり開催事業
・法人後見事業
・やすらぎサービス事業
・援護資金貸付事業
・防災備蓄品等補助事業
・福祉人材育成事業

44,388,568円訪問介護・障害者総合支援事業
・移動支援事業
・訪問介護事業
・障害者居宅介護事業

8,873,994円神奈川県社協受託事業
・あんしんセンター運営事業
・生活福祉資金貸付相談事業

90,477,713円伊勢原市受託事業
・老人福祉センター阿夫利荘管理経営事業
・やまどり号運行事業
・ふれあいミニデイ開催事業

・地域包括支援センター事業
・高齢者教養趣味講座開催事業
・成年後見・権利擁護推進事業

2,529,663円寄付金受配事業
・善意銀行配分事業
・社会福祉基金管理事業

8,225,536円共同募金配分事業
・広報等発行事業
・認知症サポートヘルパー派遣事業
・障がい児・者ふれあい交流事業
・地域福祉活動計画策定・推進事業
・小地域活動推進事業
・年末たすけあい運動事務費
・年末たすけあい援護事業

02「支え合いの地域づくり」
　昨年８月に発生した台風１０号では伊勢原市内でも土砂崩れ等の被害が発生し、
いせはら災害ボランティアネットワークと協働し、家屋に流れ込んだ土砂の撤去作
業等、被災者支援活動を行いました。
　また、近隣市で立ち上げがされた災害ボランティアセンターの運営支援のため
の職員派遣や、神奈川県社会福祉協議会が導入した災害ＶＣ運営支援システムを
使用した災害ボランティア支援センターの設置・運営訓練を実施し、ＩＣＴ（情報通
信技術）を活用した効率的な運営体制の基盤づくりに努めました。

01「福祉を支える人づくり」
　前年度同様に小学校の児童に対する福祉体験事業の実施や、中学生・高校
生等を対象とした福祉体験の機会を積極的に提供し、福祉に触れ考える機会
を提供することができました。
　また、福祉体験事業等に参加・協力をい
ただく「車椅子体験サポートボランティア
養成講座」を開催し、福祉を支える人材の
育成に努めました。

広告

社会福祉法人 大原福祉会

検索

大原こども総合支援センター

〈法人本部〉　伊勢原市桜台 1-15-27 Mビル 5階
TEL:0463-95-0046　FAX:0463-93-0813

・保育所／大原こども園・大原第二保育園
・学童クラブ／大原学童クラブ・大原第二学童クラブ
・小規模保育所／ピュアキッズ大原
・一時預かり保育／ビッグハート

大原福祉会

あなたのより良い
暮らしをサポートする成年後見制度

行政書士に
お任せください。

成年後見制度のスペシャリストが
あなたの相談をお伺いいたします。

まずは、お気軽にお問い合わせください。

無料相談会 毎月第2水曜日13時～15時

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター神奈川支部
伊勢原地域担当　塚本 富男　TEL 0463-26-8980

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。
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社協ってどんなところ？

書類等預かりサービス

　伊勢原あんしんセンターでは、住み慣れた地域で安心して生活を続けていただくため、判断能力が不十分な高齢者や障がい者等の日常的金銭管理
や福祉サービスの利用援助等を行っています。ご利用には、自分の意思でサービスの種類を選び、契約することが必要です。お気軽にご相談ください。

　市内に住んでいる、または、長期入院している「障がい者」「認知症高齢者」
「６５歳以上の高齢者」などで、日常的な金銭管理などが自分では適切にできない人

　預貯金の出し入れ同行・代行及び代理、公共料金・家賃・医療費、福祉サー
ビス利用料などの支払い代行、福祉サービス利用手続きの援助など

福祉サービスの利用援助
や日常的な金銭管理など
のご相談
※利用料：無料

通帳や印鑑、大切な書類等の保管
※利用料：年額 6,000 円

※回数は、１回当たりの支援活動回数とします。
※区分変更があった場合は、変更が生じた月に遡るものとします。

区　分

住民税非課税者
住民税課税者（所得280万円未満）
住民税課税者（所得280万円以上）
住民税課税者（所得340万円以上）

生活保護受給者 支援計画内
支援計画外

0円
1,250円
1,250円
1,560円
1,875円
2,500円

利用料 (支援活動 1回あたり）

日常的金銭管理サービス・福祉サービス利用援助
福祉サービス相談

どんな人が利用できるの？

どんなサービスが受けられるの？

あんしんして地域で暮らすお手伝い
伊勢原あんしんセンター（日常生活自立支援事業）

ホームヘルパーの派遣事業

高齢者向けサービス

高齢者が介護保険で利
用できるサービスの１つ
です。ホームヘルパーが
利用者のご自宅を訪問
して、日常生活のお手伝
いをします。

・身体介護：食事や排
泄、入浴などの介助
・家事援助：掃除や洗

濯、食事
の準備や
調理、買
い物など

訪問介護って
どんなサービス？

障がい者向けサービス

ホームヘルパーが障
がいのある利用者の
ご自宅を訪問して、日
常生活のお手伝いを
します。
・身体介護：食事や
排泄、入浴などの
介助
・家事援助：掃除や洗
濯、食事の準備や調
理、買い物など
・通院等介助：病院
などへの通院のた
めの介助

視覚障がい者の方の外出時にガ
イドヘルパーが同行し、移動に必
要な情報提供などを行います。
・移動時及びそれに伴う外出先
において必要な視覚的情報の
支援（代筆・代読を含む）
・移動時及びそれに伴う外出先において
必要な移動の援護
・排泄、食事などの介護その他外出する
際に必要となる援助

社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動
などの社会参加のための外出の際に、ガイド
ヘルパーを派遣し、移動の支援を行います。

居宅介護って
どんなサービス？

同行援護ってどんなサービス？

移動支援ってどんなサービス？

やすらぎサービス
（住民参加型ヘルパーサービス）

やすらぎサービスは、高齢
や障がい、傷病、産前産後
などの日常生活でお困りの
方の負担を少しでも軽減す
るため、市民の参加と協力
により、低料金で掃除、調
理、買い物などの
家事援助や通院及
び外出などの介助
サービスを提供し
ています。
なお、協力会員として、サー
ビスを提供する有償ボラン
ティアも募集しています。

住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、市社協ではホームヘルパーの派遣を行っています。

◆登録ヘルパー募集
●資格等　　 介護職員初任者研修修了者以上（ヘルパー２級以上）
●勤務形態等 パートタイム、自宅から利用者宅までの直行直帰勤務
　　　　　　 午前８時から午後６時（時間・日数応相談）
●基本賃金　 家事援助：１，２８４円～／身体介護：１，５９０円～

●諸手当　交通費・移動手当等を支給

詳細はお問合せください。

問い合わせ
市社協　０４６３-９４-９６００

問い合わせ 市社協　０４６３-９４-９６００

広告

　

公益社団法人 伊勢原市シルバー人材センター
☎０４６３（９２）８８０１

【お問合わせ】

あなたの知識と経験を地域で
生かしてみませんか？
植木剪定・除草作業のできる方大歓迎！
働く意欲のある方をお待ちしています。

広告 一緒に
働いてみませんか？

会員募集中
！

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。
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善意銀行へたくさんの寄付をいただいております。令和７年４月１日から令和７年５月３１日までにご寄付をいただいた方をご紹介いたします。
※順不同・敬称略（（株）、（有）等は省略）

古本などを箱に詰めて送ると、送った商品の査定額が市社協への寄付金となります。
―家で眠っている古本が寄付につながります―

善意銀行に寄付をありがとうございました。

寄託品

寄託金
寄託品 5件 （お菓子、車いす、災害備蓄食料、紙オムツ等）
寄託金 10件 １６５，２２７円

令和7年度実績（累計）

お知らせお知らせ

　介護人材の育成を目的として令和７年度介護職員初任者研修を開催します。

介護職員初任者研修受講者募集

１０月１６日(木)から１２月１０日(水)までの全21日間
※研修日程はホームページ等でご確認ください。

期　間

①18歳以上で市内在住の方
②修了後、訪問介護事業所、介護施設等への就労を希望する方
　（既に介護の職に就職していて介護資格未取得者を含む）
　または、家族介護等のため、介護技術等を学びたい方
③心身ともに健康で研修の全日程を受講することができる方

対　象

１８人　※先着順（最少催行人員：６人）定　員

37,000円（テキスト代6,600円、資料代・保険料を含む）受講料

８月１４日（木）から１０月１日（水）申込期間
※その他、詳細についてはホームページでご確認ください。

問い合わせ 市社協　０４６３-９４-９６００

市社協会議室他場　所

スマホのことなんでも相談会

問い合わせ 市社協　０４６３-９４-９６００

毎月第４月曜日　７月２８日、８月２５日、９月２２日開催日

（受付開始）午後１時３０分　（終了）午後３時３０分時　間

市社協会議室（伊勢原シティプラザ１Ｆ）会　場

無料費　用 株式会社ポスト協　力

　ちょっと聞きたいけど、まぁいいか！と、そのままにしているスマホのお困りごと
はありませんか？
　社協のスマホ相談会で解決して、スマホの様々な機能を使ってみましょう！！

※契約している会社に関係なくご相談をお受けします。
※予約不要
※受付順に、個別に相談を受けます。 
※希望者が多い場合は、お待ちいただくこともあります。
　あらかじめ、ご了承ください。

伊勢原市社会福祉協議会
（地域包括支援センター業務）嘱託職員の募集
　社会福祉協議会が運営する地域包括支援センター業務に従事する嘱託職員を
募集します。
　主な業務内容は、生活支援コーディネーター業務他、総合相談、権利擁護、介護
予防ケアマネジメント業務等です。

　申込みにあたっては、嘱託職員採用試験申込書に必要事
項を記入し、資格証明書類の写し（自動車運転免許証含
む。）、職務経歴書を添付し、持参又は郵送してください。

ボランティアに興味がある方も、ない方も、参加してみませんか？

いせはらボランティアスクール実行委員会のお知らせ
第24回いせはらボランティアスクール参加者募集

事前学習　８月５日（火）午後１時～５時
高齢者施設訪問　８月６日（水）・７日（木）午前１０時～午後５時

日　程

事前学習：市社協会議室（伊勢原シティプラザ１階）
施設訪問：SOMPOケアラヴィーレ（東大竹1丁目9-1）

場　所
高齢者施設の見学、レクレーション体験、交流会、グループワーク等内　容

５～６人定　員
７月２５日（金）までにＷＥＢフォームから申込み申込み
岡田携帯　０７０-４３８４-２０４３問い合わせ

【主催】いせはらボランティアスクール実行委員会
【後援】伊勢原市教育委員会、伊勢原市社会福祉協議会

伊勢原市、近隣の市の小学４年生～高校生対　象
500円参加費

申込み

　精神疾患などの生きづらさを抱えながら一般就労している人の体験談（一般就
労までの道のり、うれしいこと、大変なこと、やりがい など）をお話しいただきます。

7月13日（日）開催日

①【会場】伊勢原市立中央公民館（予定） ※手話通訳あり
②【オンライン】Zoom（オンラインWeb 会議システム）

会　場

午後１時３０分開場　午後２時開演（４時30分終了予定）時　間

【会場】100名（先着順）、【オンライン】50名定　員

ばたふらい（Butterfly）問い合わせ

070-6669-7712電　話 butterfly.a.g.t@gmail.com メール

無料費　用

不要 ※オンライン視聴の場合のみ要申込 (7/12(土)24時まで）申込み

ばたふらい（Butterfly）からのお知らせ 
生きづらさを抱える人の”働く”とは？

申込み

社協ＨＰ

vol.4

市役所福祉総務課　0463-９４-４７１８（直通電話）連絡先

民生委員・児童委員
主任児童委員伊勢原市 通 信

　仰ぎ見れば、北方にくっきりと雄大な姿を浮かべる「丹沢大
山国定公園」、その北東には国宝「日向山宝城坊」を構える日
本３薬師でもある日向薬師が存在し、南方には大田道灌の「首
塚」洞昌院と、まっこと自然と歴史に包まれた地域の子ども達、
高齢者のお手伝いをしているのが我ら大山高部屋地区民児
協の面々であります。
　複雑多様化する子ども社会、超高齢化に伴う高齢者の諸問
題、これらに対応するために各委員は行政及び関係機関と連
携を密にして最善の結果を得るべく、尽力しております。
　その中にあって、他とは一味違った活動があります。それは、
「大山高部屋保育クラブ」です。地元の親子に参加していただき「子育てアド
バイザー」の活動を永きにわたり積極的に行ってきました。
　今年は、保育クラブの前身の母親向け講座開始から87年、保育クラブ設
立から58年目になります。
　現在は、伊勢原市在住の未就学児童を対象とし、健全な子育てサポートを
主な目的とした、母親学級を年11回多種に及び開催しています。特に野外で
の「イチゴ狩り」「サツマイモ堀り」「みかん狩り」は人気を博しています。

今回は、大山高部屋地区民生委員
児童委員協議会を紹介します。

詳しい歴史は
こちらから

ユーコープかながわ県本部「2024年「書き損じハガキ・未使用切
手」寄付活動」、秋山順造、南雲正勝(2)、匿名(4)、キモチと。(2)
日本声ヨガ協会、SOMPOケア ラヴィーレ愛甲石田、
すみだ自治会、小旛康弘、匿名

詳細はホームページでご確認ください

詳細・申込みはコチラから→

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

い せ は ら 社 協 だ よ り令和7年（ 2025年） ７月１日（４） 第121号




